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みやぎ県南中核病院様(宮城県)は、2015年 9月にこれまで 13年ご使用頂いていた 

Signa Horizon LX 1.5T シリーズからマグネット以外の全てのコンポーネントを入れ替え 

SIGNA Explorer にグレードアップ*する、SIGNA Explorer Newgrade を国内第一号機 

として導入頂きました。 

その新しくなった外観、装置性能についての使用経験をお伺いしました。 

 
 
 
 
 
 
 

当院について 
 
みやぎ県南中核病院は 2002 年 8 月に開院し、2013

年には救命救急センター、腫瘍センターを開設、主に宮

城県仙南二次医療圏での救急医療とがん診療に力

を入れています。  

開院当初は 1.5T MRI 装置 2 台でのスタートでしたが、

脳卒中センターの開設、近隣地域医療機関からの検

査依頼等、MRI 検査の需要が年々増加したため、

2013 年 7 月には 3 台目の MRI 装置を導入しました。

病床数は 310床ですが、救命救急センターや脳卒中セ

ンターを開設しているため休日・夜間を含め救急患者

の MRI 検査依頼も多く、24 時間対応しています。  

当院に導入されている 3 台の MRI 装置はいずれも GE

社製 MRI 装置で、1.5T 装置 2 台、3.0T 装置 1 台の構

成です。 

 

・Signa Horizon LX 1.5T（2002年 7月より） 

・Signa Excite HD 1.5T（2006年 10月より） 

・Signa HDxt 3.0T Optima Edition（2013年 7月より） 

 

今回、13 年間使用した Signa Horizon LX 1.5T（以下

「Horizon LX」という。）を SIGNA Explorer へとグレード

アップ*しました。今回の装置更新に至った経緯は、装

置導入後 10 年以上の月日が経っていたこと、循環器

科から心臓 MRI検査を行いたいという強い要望もあり、

工 事期間や経済性 を考慮 して SIGNA Explorer 

Newgrade へグレードアップ*という選択をしました。  

SIGNA Explorer は、2015 年 1 月に発売されたばかり

で、SIGNA Explorer Newgrade としては当院が国内

一号機の導入先となりましたので、グレードアップ*後

の運用への効果や初期使用経験等を報告します。 

 

使用してみての感想 
 
Horizon LX と比較すると、コンソールやインターフェイス

等一新していますが、先に導入した Signa HDxt 3.0T 

Optima Edition（以下「HDxt 3.0T」という。）とほぼ同

様の操作性でスムーズに取り組み始めることが出来ま

した。また、HDxt 3.0T で不便さを感じていた部分も改

善されており扱い易さを実感しています。  

画質の面でも、送受信 Coil の性能が格段に上がって

おり、前装置より高画質であることは言うまでもなく、

今まで以上の画質を保持した上で撮像時間が一検査

あたり 5～10 分程度短縮しました。  

また、実際使用して最も変化を感じた事はハードウェア

です。IDEALや COSMIC等一部の 3D シーケンスでは多

少時間を要する場合もありますが、画像処理がとても

速く、3D シーケンスを多用しても 2～3 秒あれば全画

像の表示が可能で、画像確認や画像処理等すぐに行

うことが出来てとても助かっています。  

 

 
みやぎ県南中核病院様 外観 

 
 



 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

運用上の効果 
 
当院では、神経内科や脳神経外科から ASL（Arterial 

Spin Labeling）や Plaque Imaging の依頼が多く、今

までは HDxt 3.0T でのみ撮像可能でしたが、今回のグ

レードアップ*により静磁場強度の違いで画質に若干

の違いはあるものの、2 台の装置で撮像可能となりま

した。  

また、腹部骨盤部の検査に関しても、グレードアップ*以

前は SNR や検査時間の関係から Signa Excite HD や

HDxt 3.0T で行っていましたが、グレードアップ*後は 3

台の装置全てで検査を行えるようになりました。  

特殊検査の撮像が可能になったこと、検査時間が短

縮したこと等から検査を効率良く進められるようにな

り、装置更新前と比較して 1 日あたりの検査件数は 5

件程度増加しています。装置更新後は、当日検査希

望の依頼もほぼ全て実施出来るようになり検査予約

待ち日数も短縮しました。 

 

ここからは、稼働後約 4 か月間使用した中で、特に有

用と感じられた下記の 4 つアプリケーションに関して紹

介致します。 

・FOCUS DWI 

・PROPELLER 3.0 

・心臓 MRI 

・Navigator 

FUCUS DWI 
局所励起技術による高分解能撮像法。 

 
撮像対象の任意の部分だけを励起し、撮像領域とす

ることが出来るため、折り返しアーチファクトが発生し

にくく、歪みも低減することが出来ます。しかしながら、

胸髄など撮像部位によっては、画像の端に若干の折り

返しアーチファクトが発生してしまうケースもあり、さら

なる改善を期待しています。 

設定にもよりますが、FOCUS DWIは撮像枚数 15枚程

度で撮像時間は約 3分位かかります。ある程度の撮像

時間はかかりますが、今まで脊髄など不均一磁化率

のために歪んでしまい診断に有用な画像の提供が難

しかった部位に関しても、FOCUS DWI の導入により歪

みの少ない良質な画像の提供が可能となりました。  

それに加えて、空間分解能も高く、高画質である為、

微小な病変の検出能も上がり、医師より好評価を頂

いています。  

歪みが少ないというのが最大の魅力であり、関心領

域の不均一磁化率のため、アーチファクトで高信号に

なっているのか、それとも異常所見なのかを判別する

のにも有用であると思います。  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

腰部脊柱管狭窄症 

左右同一患者での画像比較。以前の装置に比べ短時間

で受信感度の高い画像を撮像可能となった。さらに画像

再構成の時間が大幅に短縮されている。 

Fig.1, グレードアップ*前との比較 

Signa Horizon LX  1.5T 

 

SIGNA Explorer 

Fig.2, FOCUS DWI 
前立腺癌 

上：通常の DWI 

下：FOCUS DWI 

 

FOCUS を用いることによ

り、折り返しアーチファクト

の発生低減、そして歪み

の少ない撮像が行えるよ

うになった。 

胸腰椎移行部 脊髄炎疑い 

左：FUCUS DWI 中：T2強調画像 右：TRICKS 

 



 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
PROPELLER 3.0 
全身領域に対応した体動補正技術。 

 
未だ撮像していない部位もありますが、特に体幹部に

おける PROPELLERは非常に素晴らしいと感じています。

例えば、肝臓内における血管拍動によるモーションアー

チファクトや、腹壁、腸管からのアーチファクトの対策と

して効果絶大でありました。呼吸同期による撮像を行

うため撮像時間は従来法と変わりませんが特に延長

はなく、画質の改善が非常に大きいので多用していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心臓 MRI  
 
今回のグレードアップ*を選択した理由の一つでもある

心臓 MRI 検査に関してですが、当院では 12ch Body 

Array Coil を使用して撮像しています。心臓専用 Coil

との比較は出来ませんが、12ch Body Array Coil でも

良質な画像が得られています。  

グレードアップ*後から、心臓 MRI検査は週 2例程度行

っていますが、現段階では Cine MRI, Black Blood 

image（Triple-inversion recovery 法を用いた脂肪抑

制 T2 強調画像）, Perfusion MRI, 遅延造影像をルー

チン検査として行っています。 

遅延造影像では、3D MDE（Myocardial Delayed 

Enhancement）で撮像していますが、最適な TI 値

（Inversion Time）の設定に苦慮することがあり、良質

な画像の取得が困難な場合があります。 

その様な場合には検査時間が延長しますが、3D MDE

の代わりに 2D PS MDE（Phase Sensitive MDE）を撮

像する場合もあります。2D PS MDE は、TI 値の設定を

行うことなく正常心筋と造影された障害心筋の描出

を行うことが可能な近年開発された技術です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.4, PROPELLER 

上：T2 FS Ax RTr 

下：T2 FS Ax RTr PROPELLER 

腹部ルーチン画像 

PROPELLERは体幹部の呼吸同期撮影時の 

アーチファクト低減にとても有用であった。 

Fig.5, 心臓 MRI 

Black Blood Image 

3D MDE 

延髄右側の脳梗塞 

上：DWI 

下：FOCUS DWI Sag 

Fig.3, FOCUS DWI 

急性心筋梗塞術後画像 



 

Navigator 
横隔膜同期による、自由呼吸下での体動補正技術。 

 

Navigator は、現時点ではまだ使用例が少ないのです

が呼吸停止下での撮像が困難で、なおかつ呼吸が安

定している患者の場合には大変有用でありました。  

肝臓、膵臓、腎臓等、腹部造影検査などの呼吸停止

下での撮像が基本である部位の撮像において、稀に

呼吸停止困難な症例があります。このような場合には、

今までは良質な画像の提供が困難でありましたが、

Navigator が導入されてからは自由呼吸下でも良質

な画像の提供が可能となりました。しかし、Navigator

は撮像時間が長くなるため Dynamic Study には不向

きで、今後使用方法を含め検討していきたいと思いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おわりに 
 

今回のグレードアップ*は、すでに導入している MRI 装

置のマグネットのみを再利用する Newgrade による装

置更新でしたが、まるで新規に装置を導入したかのよ

うに感じました。それでいて経済性にも優れているので、

Newgrade という選択をして大変良かったと感じてい

ます。 

装置やアプリケーション自体は、細かい点で改善の余

地もありますが、扱い易く、普段のルーチン検査や休

日・夜間等、救急患者の MRI 検査の際には、MRI 装置

の操作に不慣れな者でも取り扱い可能な装置であり、

非常に可用性が高い装置だと思います。  

稼働から日が浅い

ため、アプリケーショ

ンを含め装置の性

能を最大限引き出

せてはいませんが、

稼働から 4 ヶ月間、

実際に使用してみて

今回のグレードアッ

プ*には大変満足し

ています。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

磁気共鳴断層撮影装置 Optima MR360/Brivo MR355, 類型: SIGNA Explorer (認証番号 222ACBZX00009000) 

シグナ核磁気共鳴コンピュータ断層撮影装置 (認証番号 16100BZY00207000) 

シグナエコースピード (認証番号 20900BZY00067000) 

シグナ EXCITE HDx 1.5T (認証番号 21800BZX10026000) 

シグナ EXCITE 3.0T (認証番号 21700BZY00014000) 

12ch ボディーフェイズドアレイコイル 1.5T (認証番号 218ABBZX00120000) 
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腹部ルーチン画像 

Lava Ax 

Fig.6, Navigator 

※本グレードアップでは、既存 MRのマグネットを残し、その他の 

コンポーネントを交換しております。グレードアップ後は、 

製品の薬事販売名称・薬事番号なども変更になります。 

※本カスタマーボイスはお客様の使用経験に基づく記載です。 

製品の仕様値として保証するものではありません。  

 


